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二
〇
二
一
年
十
一
月
一
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
九
日
受
理
） 

  

一
．
は
じ
め
に 

田
村
俊
子
は
本
名
を
佐
藤
と
し
、
筆
名
に
佐
藤
露
英
、
佐
藤
俊
子
な
ど
が
あ
る
。 

一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
、
東
京
府
東
京
市
浅
草
区
蔵
前
町
（
現
在
の
東
京
都

台
東
区
蔵
前
）
に
生
れ
、
東
京
府
立
第
一
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
日
本
女
子
大
学

校
国
文
科
を
中
退
し
て
い
る
。
代
表
作
に
は
『
木
乃
伊
の
口
紅
』
、
『
炮
烙
の
刑
』
が

あ
る
。
官
能
的
な
退
廃
美
の
世
界
を
描
き
、
女
性
作
家
と
し
て
人
気
を
得
た
。 

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
、
幸
田
露
伴
の
門
下
に
入
り
露
伴
か
ら
与
え
ら
れ
た

露
英
の
名
で
小
説
『
露
分
衣
』
を
発
表
す
る
も
、
岡
本
綺
堂
ら
の
文
士
劇
に
参
加
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
女
優
と
し
て
舞
台
に
出
演
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
文
学
へ
の

意
欲
は
失
わ
れ
ず
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
事
実
婚
の
田
村
松
魚
に
強
要
さ
れ
、

町
田
と
し
こ
の
名
で
書
い
た
『
あ
き
ら
め
』
が
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
年
）
年
、

大
阪
朝
日
新
聞
懸
賞
小
説
二
等
に
な
り
賞
金
一
千
円
を
得
た
。
こ
の
作
品
は
、
翌
年

一
月
一
日
か
ら
三
月
二
一
日
ま
で
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
年
九
月
に
は
、
「
生
血
」

が
『
青
鞜
』
創
刊
号
に
発
表
さ
れ
、『
中
央
公
論
』
や
『
新
潮
』
に
も
次
々
と
小
説
を

発
表
し
人
気
作
家
と
な
る
。 

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
月
、
「
遊
女
」
（
改
題
し
て
「
女
作
者
」
）
を
『
新
潮
』

に
発
表
し
、
同
年
四
月
、『
木
乃
伊
の
口
紅
』
を
『
中
央
公
論
』
に
発
表
す
る
。
こ
れ

よ
り
田
村
俊
子
の
筆
名
を
使
用
す
る
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
四
月
『
炮
烙
の
刑
』

を
『
中
央
公
論
』
に
発
表
し
、
女
性
作
家
の
第
一
人
者
と
し
て
文
壇
に
全
盛
を
誇
る
。 

 
 

一
九
一
八
（
大
正
八
）
年
、
松
魚
と
別
れ
、
朝
日
新
聞
記
者
鈴
木
悦
の
後
を
追
い
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
移
住
し
、
悦
と
と
も
に
現
地
の
邦
字
紙
『
大
陸
日
報
』
の
編
集
に

参
画
す
る
。 

 

一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
悦
の
死
去
に
よ
り
一
八
年
ぶ
り
に
日
本
に
帰
国
し
、

佐
藤
俊
子
名
で
小
説
家
と
し
て
の
活
動
を
再
開
し
た
が
、
往
時
の
筆
力
は
な
く
佐
多

稲
子
の
夫
で
あ
る
窪
川
鶴
次
郎
と
の
情
事
が
発
覚
す
る
。
そ
の
経
験
を
書
い
た
小
説

『
山
道
』
を
発
表
後
、
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
二
月
、
日
本
を
離
れ
上
海
に

渡
り
中
国
語
婦
人
雑
誌
『
女
声
』
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
る
。 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
一
三
日
、
友
人
の
中
国
人
作
家
陶
晶
孫
の
家
か

ら
人
力
車
で
帰
宅
途
中
に
昏
倒
し
、
搬
送
さ
れ
た
上
海
の
病
院
で
同
年
四
月
一
六
日
、

脳
溢
血
に
よ
り
客
死
し
た
。
享
年
六
二
歳
で
あ
っ
た
。
墓
所
は
鎌
倉
の
東
慶
寺
に
あ

り
、
死
後
に
発
生
し
た
印
税
に
よ
り
田
村
俊
子
賞
が
創
設
さ
れ
た
。 

中
国
語
婦
人
雑
誌
『
女
声
』
は
、
大
平
出
版
印
刷
公
司
の
編
集
室
を
か
り
、
陸
軍

報
道
部
の
配
慮
で
用
紙
を
融
通
さ
れ
発
行
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る
。
俊
子
は
中
国
服

を
身
に
つ
け
、
中
国
名
の
左
俊
芝
と
し
て
中
国
文
化
に
根
ざ
し
た
、
女
性
の
た
め
の

月
刊
誌
を
発
行
し
た
。
俊
子
の
中
国
人
お
よ
び
中
国
文
化
に
対
す
る
愛
情
は
『
女
声
』

と
い
う
中
国
語
婦
人
雑
誌
の
隅
々
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。
日
本
人
作
家
田
村
俊
子
と

戦
時
上
海
の
関
係
に
つ
い
て
、
陸
軍
報
道
部
の
検
閲
に
よ
っ
て
掲
載
禁
止
に
な
っ
た

可
能
性
の
高
い
１

未
発
表
原
稿
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治
安
、
文
化
）
を

中
心
に
俊
子
の
上
海
に
お
け
る
文
筆
活
動
を
考
察
す
る
。 

 

二
． 
日
本
か
ら
中
国
へ 

 

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
林
芙
美
子
（
一
九
〇
三
～
一
九
五
一
）『
放
浪
記
』
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
、
芙
美
子
は
毎
日
新
聞
特
派

員
と
し
て
上
海
、
南
京
へ
赴
き
南
京
光
華
門
に
立
ち
「
女
流
の
一
番
乗
り
」
と
も
て
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は
や
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
翌
年
九
月
に
は
、
内
閣
情
報
部
に
よ
る
ペ
ン
部
隊
の
一
員

と
し
て
上
海
に
発
ち
、
一
〇
月
漢
口
陥
落
に
一
番
乗
り
を
果
た
す
と
い
う
ス
タ
ン
ド
・

プ
レ
ー
が
話
題
と
な
り
、
帰
国
後
は
全
国
で
報
告
公
演
を
し
て
い
た
。 

日
中
戦
争
の
同
時
期
、
親
子
ほ
ど
歳
の
離
れ
た
老
年
期
に
さ
し
か
か
っ
た
五
五
歳

の
俊
子
の
戦
時
上
海
お
け
る
活
躍
に
は
、
芙
美
子
の
目
立
っ
た
活
躍
と
は
全
く
質
の

違
う
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
九
月
に
満
洲
事
変
が
勃

発
し
、
翌
年
一
月
の
第
一
次
上
海
事
変
、
同
年
三
月
の
満
洲
国
建
国
に
よ
る
日
本
の

中
国
大
陸
進
出
が
始
ま
る
。
日
本
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
一
二
月
ワ
シ
ン
ト
ン

海
軍
軍
縮
条
約
を
破
棄
し
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
七
日
、
盧
溝
橋
事
件

に
よ
っ
て
日
中
戦
争
に
本
格
的
に
突
入
す
る
。
同
年
八
月
、
上
海
を
制
圧
（
第
二
次

上
海
事
変
）
し
、
翌
月
に
は
占
領
す
る
と
い
う
激
動
の
戦
時
上
海
に
あ
っ
て
、
俊
子

は
中
国
人
と
と
も
に
生
活
す
る
な
か
で
、
地
に
足
の
つ
い
た
、
形
式
的
で
な
い
血
の

通
っ
た
国
際
文
化
交
流
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
若
き
頃
、
鈴
木

悦
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
で
培
っ
た
真
の
社
会
活
動
家
と
し
て
の
本
領
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
。 

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
一
二
月
、
中
央
公
論
社
の
特
派
員
と
し
て
日
本
か
ら

航
路
で
は
な
く
飛
行
機
で
中
国
に
飛
び
立
っ
た
俊
子
は
、
上
海
か
ら
南
京
に
移
動
し
、

南
京
で
五
六
歳
の
新
年
を
迎
え
る
。
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
一
月
、
揚
州
、
蘇
州
、

鎮
江
、
杭
州
と
精
力
的
に
取
材
し
上
海
に
戻
る
。
月
末
に
は
北
京
に
発
つ
が
、
途
中

青
島
、
天
津
な
ど
に
立
ち
寄
る
。
北
京
で
は
六
国
飯
店
や
韓
記
飯
店
な
ど
に
滞
在
し
、

武
田
泰
淳
、
奥
野
信
太
郎
、
丸
岡
秀
子
な
ど
と
交
流
す
る
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）

年
、
北
京
飯
店
に
移
る
が
ホ
テ
ル
滞
在
費
が
嵩
む
こ
と
か
ら
翌
年
に
は
平
等
俊
成
家

に
寄
寓
す
る
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
二
月
、
北
京
か
ら
南
京
に
移
動
し
て
、

日
本
大
使
館
嘱
託
と
な
り
、
草
野
心
平
（
一
九
〇
三
～
一
九
八
八
）
の
斡
旋
で
軍
部

の
援
助
も
受
け
同
年
五
月
、
上
海
で
中
国
語
婦
人
雑
誌
『
女
声
』
を
創
刊
す
る
こ
と

に
な
る
。 

 

戦
時
上
海
に
は
日
本
人
が
一
〇
万
人
居
留
し
、
邦
字
紙
『
大
陸
新
報
』（
一
九
三
九

年
一
月
一
日
～
一
九
四
五
年
九
月
一
〇
日
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。『
大
陸
新
報
』
と

は
、
対
日
協
力
政
権
で
あ
っ
た
中
華
民
国
維
新
政
府
下
の
上
海
で
大
陸
新
報
社
か
ら

刊
行
さ
れ
た
日
刊
新
聞
で
、
一
九
四
〇
三
月
末
に
成
立
し
た
汪
精
衛
政
権
下
で
発
行

が
継
続
さ
れ
、
終
戦
後
ま
で
続
い
た
。
当
時
の
日
中
両
国
文
化
交
流
の
状
況
を
考
え

る
と
き
華
中
を
中
心
と
し
た
日
本
軍
占
領
下
の
中
国
の
政
治
、
経
済
、
戦
況
、
時
事
、

さ
ら
に
は
文
学
・
文
化
・
芸
術
の
動
向
、
社
会
事
情
な
ど
を
知
る
上
で
二
次
資
料
と

し
て
重
要
で
あ
る
。 

一
九
四
三
年
二
月
に
『
上
海
毎
日
新
聞
』
も
併
合
さ
れ
、『
大
陸
新
報
』
は
「
中
支

唯
一
の
国
策
新
聞
」
と
な
っ
た
。
同
紙
に
は
張
愛
玲｢

香
港
―
焼
け
跡
の
街｣

（
室
伏

ク
ラ
ラ
訳
）
が
連
載
さ
れ
て
い
る
。
中
国
人
女
性
作
家
張
愛
玲
（
一
九
二
〇
～
一
九

九
五
）
が
上
海
の
日
本
人
間
で
相
当
数
の
愛
読
者
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

阿
部
知
二
が｢

花
影｣

(

『
文
学
界
』
一
九
四
九
年
六
月)

と
い
う
戦
時
上
海
の
交
友

を
追
想
し
た
作
品
に｢

年
老
い
た
日
本
の
女
流
作
家｣

｢

も
う
十
年
も
前
か
ら
北
京
上

海
に
す
ま
つ
て
ゐ
る
孤
独
な
人｣

と
描
い
た
の
は
『
あ
き
ら
め
』
『
木
乃
伊
の
口
紅
』

な
ど
で
知
ら
れ
た
田
村
俊
子
す
な
わ
ち
佐
藤
俊
子
で
あ
っ
た
。
俊
子
は
一
九
四
四
年
、

南
京
で
の
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
会
に
阿
部
と
共
に
上
海
か
ら
参
加
し
た
。 

 三
．
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
～
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
の
文
筆
活
動 

俊
子
は
、
中
央
公
論
社
の
特
派
員
と
し
て
一
九
三
八
年
一
二
月
に
上
海
に
赴
き
、

当
初
の
予
定
は
一
～
二
ヶ
月
の
滞
在
で
あ
っ
た
。
日
本
文
壇
を
窮
屈
に
感
じ
て
い
た

俊
子
は
、
そ
の
ま
ま
ず
る
ず
る
と
北
京
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
カ
ナ
ダ

か
ら
帰
国
後
の
俊
子
の
心
情
に
は
、
劉
建
輝
が
指
摘
す
る
「
『
日
本
脱
出
』
を
夢
見
る

多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
こ
の
混
沌
と
し
た
都
市
は
、
ま
さ
に
も
っ
と
も
近
い
『
避

難
所
』
で
あ
り
、
も
っ
と
も
近
い
『
楽
園
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
２

と
い
う
上
海
に

移
住
す
る
当
時
の
日
本
人
に
近
似
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
俊
子
の
新
天
地

上
海
で
の
文
筆
活
動
が
活
発
と
な
っ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
南
京
国
民
政
府
の
顧
問

だ
っ
た
草
野
心
平
は
、
中
国
人
女
性
の
た
め
に
文
化
的
雑
誌
の
刊
行
を
考
え
て
い
た
。 

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
二
月
一
日
『
婦
人
公
論
』
に
佐
藤
俊
子
で
発
表
し
た

「
上
海
に
於
け
る
志
那
の
働
く
婦
人
」
で
は
、「
自
分
た
ち
支
那
の
女
性
は
日
本
の
女

性
を
尊
敬
し
て
ゐ
る
。
日
本
の
女
性
に
は
力
が
あ
る
。
支
那
の
女
性
に
は
熱
は
あ
る

け
れ
ど
も
力
が
な
い
。
」
３

と
述
べ
て
い
る
。
同
年
三
月
一
日
「
知
識
層
の
婦
人
に
望

む 

日
支
婦
人
の
眞
の
親
和
」
『
婦
人
公
論
』
を
発
表
、
「
一
人
の
日
本
婦
人
を
斯
様

な
純
眞
な
喜
び
で
迎
へ
た
彼
女
た
ち
の
其
の
心
の
底
に
潜
む
唯
一
の
願
ひ
の
中
に
は
、

彼
女
た
ち
の
閉
塞
さ
れ
た
生
活
の
扉
が
日
本
の
知
識
階
級
の
婦
人
た
ち
に
よ
つ
て
開

か
れ
た
い
切
な
る
願
ひ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
」
４

と
述
べ
、
上
海
の
働
く
女
性
の
現
状

を
報
告
し
て
い
る
。 

同
年
三
月
四
日
～
五
日
「
支
那
の
子
供
㈠
㈡
㈢
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
を
発
表
し
、 

南
京
の
小
学
校
で
視
察
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
生
き
生
き
と
報
告
さ
れ
て
い
る
５

。 

同
年
四
月
一
日
「
國
民
再
組
織
と
婦
人
の
問
題
」『
婦
人
公
論
』
で
「
日
本
の
婦
人

の
従
順
さ
は
、
世
界
に
冠
た
る
美
徳
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
日
本
が
戦
争
に
強
い
の
も
、

婦
人
の
こ
の
美
徳
が
戦
争
を
内
部
か
ら
支
へ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
と
も
現
地
で
聞
い

た
。
私
も
其
の
點
大
い
に
世
界
に
誇
る
一
人
で
あ
る
が
、
然
し
、
若
し
こ
の
美
徳
が

國
民
的
資
格
あ
る
婦
人
の
美
徳
と
し
て
示
さ
れ
た
な
ら
ば
、
自
覚
あ
る
日
本
婦
人
と

し
て
百
倍
の
価
値
を
増
大
し
た
で
あ
ら
う
。
」
６

と
述
べ
、
日
本
の
婦
人
が
資
格
を
持

た
な
い
こ
と
に
無
自
覚
な
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
俊
子
は
『
婦
人
公
論
』
特
派
員
と

荻原桂子 2



し
て
中
国
か
ら
内
地
日
本
婦
人
へ
の
意
識
高
揚
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

同
年
四
月
八
日
～
九
日
、
一
三
日
～
一
五
日
「
俳
優
學
校
と
程
硯
秋
」
㈠
㈡
㈢
㈣

㈤
で
「
北
京
通
信
」
と
し
て
支
那
の
俳
優
学
校
の
様
子
を
報
告
し
て
い
る
７

。 

俊
子
は
、
若
い
頃
、
日
本
で
女
優
と
し
て
舞
台
に
立
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
支
那
文

化
の
中
で
も
演
劇
に
関
し
て
関
心
が
深
か
っ
た
。
女
形
と
し
て
名
高
い
梅
蘭
芳
に
次

ぐ
名
優
で
、
現
在
支
那
の
演
劇
界
で
人
気
随
一
の
程
硯
秋
を
訪
問
し
た
印
象
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
演
劇
評
論
は
、
『
女
声
』
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
る
。 

同
年
五
月
一
日
「
婦
人
の
大
陸
進
出
と
そ
の
進
歩
性
」
『
婦
人
公
論
』
で
は
、
「
支

那
大
陸
に
夥
し
い
數
の
日
本
婦
人
が
進
出
し
て
ゐ
る
。
」
と
述
べ
「
凡
そ
軍
隊
の
ゐ
る

と
こ
ろ
、
日
本
人
が
既
に
一
歩
踏
み
入
つ
た
と
こ
ろ
で
働
く
婦
人
が
そ
れ
に
従
属
し

て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
」
８

と
報
告
し
て
い
る
。 

同
年
六
月
一
日
「
雪
の
京
包
線
」
『
改
造
』
で
は
、
『
婦
人
公
論
』
等
の
雑
誌
や
新

聞
へ
の
記
事
文
と
は
違
っ
た
紀
行
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
蒙
彊
は
ま
だ
危
険
だ
と

云
は
れ
た
。
い
つ
何
所
で
匪
賊
に
襲
は
れ
る
か
分
か
ら
な
い
と
脅
か
さ
れ
た
。
」
９

と

北
京
に
来
て
か
ら
三
週
間
後
の
三
月
と
い
う
こ
と
で
、
知
ら
な
い
土
地
に
一
人
旅
す

る
淋
し
さ
を
雪
の
風
景
の
中
で
描
い
て
い
る
。
特
派
員
と
し
て
記
事
文
を
書
く
俊
子

と
小
説
家
と
し
て
紀
行
文
を
認
め
る
俊
子
の
対
照
が
文
章
に
溢
れ
て
い
る
。 

同
年
同
日
「
婦
人
の
歩
む
民
族
共
和
の
道
」
『
婦
人
公
論
』
で
は
、
「
支
那
の
婦
人

が
女
権
擴
張
の
思
想
を
呼
び
醒
ま
さ
れ
た
革
命
初
期
の
年
代
を
振
返
る
と
、
日
本
で

は
青
鞜
社
に
よ
つ
て
新
婦
人
運
動
の
萌
芽
が
漸
く
芽
生
え
た
時
代
に
少
し
先
ん
じ
て

ゐ
る
。
」
１
０

と
述
べ
、
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
と
中
国
の
女
性
進
出
の
現
状
を

比
較
し
て
い
る
。 

同
年
八
月
一
日
「
新
し
き
母
性
教
育
と
は
？
」『
婦
人
公
論
』
で
「
新
し
い
母
性
教

育
と
は
、
云
ひ
代
へ
る
な
ら
ば
女
子
教
育
の
一
般
的
向
上
に
お
い
て
、
知
性
を
豊
か

な
ら
し
め
る
新
教
育
を
指
す
に
外
な
ら
ず
、
こ
の
趣
旨
を
否
定
す
る
限
り
、
新
し
い

母
性
教
育
は
た
ゞ
空
言
に
と
ゞ
ま
る
で
あ
ら
う
。
」
１
１

と
主
張
し
て
い
る
。 

同
年
八
月
一
〇
日
「
北
京
と
北
京
人
を
語
る
座
談
會
」『
文
藝
春
秋
』
で
、
作
家
佐

藤
俊
子
と
し
て
華
北
交
通
会
社
久
米
正
雄
た
ち
と
座
談
し
て
い
る
１
２

。
紅
一
点
の
俊

子
は
中
国
人
の
「
面
子
」
に
つ
い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
っ
て
い
る
。 

同
年
九
月
一
日
「
日
本
の
婦
人
を
嗤
ふ
支
那
の
婦
人
」『
婦
人
公
論
』
で
、
中
国
の

知
識
階
級
に
属
す
る
婦
人
が
、
日
本
の
婦
人
は
夫
と
平
等
で
な
い
と
指
摘
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
１
３

。 

日
中
文
化
交
流
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
象
を
母
語
で
あ
る
日
本
語
で
は
な
く

中
国
語
で
発
信
し
よ
う
と
し
た
俊
子
の
目
論
見
は
、
ま
ず
、
中
国
人
女
性
の
現
状
を

在
中
特
派
員
と
し
て
国
内
の
日
本
人
女
性
に
訴
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

四
．
佐
藤
俊
子
「
中
支
で
観
た
部
分
（
警
備
、
治
安
、
文
化
）
」
に
つ
い
て 

 

俊
子
が
北
京
、
上
海
、
南
京
と
い
っ
た
中
支
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
は
、
ち
ょ
う

ど
日
本
が
中
国
大
陸
に
進
出
し
、
満
州
事
変
や
上
海
事
変
を
起
こ
し
て
い
た
戦
時
で

あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
は
、
日
本
は
日
清
・
日
露
戦
争
で
獲
得
し
た
朝
鮮
半
島
や
租

借
し
て
い
る
関
東
州
な
ど
を
足
が
か
り
と
し
て
、
中
国
大
陸
進
出
を
画
策
し
て
い
た

時
期
で
あ
る
。
俊
子
は
、
ま
さ
に
渦
中
の
戦
時
上
海
に
単
身
乗
り
込
む
の
で
あ
る
。 

最
初
は
、
中
央
公
論
社
特
派
員
と
い
う
肩
書
き
で
二
、
三
ヶ
月
の
つ
も
り
が
、
戦
況

が
厳
し
く
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
地
で
の
言
語
活
動
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
。 

平
時
で
も
俊
子
に
と
っ
て
母
語
で
な
い
中
国
語
で
雑
誌
を
主
宰
す
る
の
は
至
難
の
わ

ざ
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
治
安
の
悪
い
戦
時
上
海
で
日
中
文
化
交
流
を
実
践
す
る
こ

と
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
ま
え
に
、
当
時
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
概
観
す
る
。 

日
露
戦
争
後
、
満
州
や
内
モ
ン
ゴ
ル
に
進
出
し
植
民
地
に
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い

た
日
本
は
、
関
東
州
を
管
轄
し
て
い
た
関
東
軍
に
よ
っ
て
日
本
の
南
満
州
鉄
道
の
線

路
で
、
満
州
を
支
配
し
て
軍
閥
張
作
霖
を
列
車
ご
と
爆
破
し
て
満
洲
を
一
気
に
占
領

し
（
満
州
事
変
）
、
満
州
国
と
い
う
実
質
的
に
日
本
の
傀
儡
国
を
立
て
る
。
辛
亥
革
命

の
後
に
で
き
た
中
華
民
国
は
日
本
の
動
き
を
認
め
ず
、
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
た
が
、
中
華
民
国
は
国
内
が
混
乱
し
て
い
た
た
め
日
本
の
動
き
を
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

当
時
中
国
で
は
蒋
介
石
率
い
る
国
民
党
と
毛
沢
東
率
い
る
中
国
共
産
党
の
二
党
が

戦
争
を
繰
り
返
し
て
い
た
（
国
共
内
戦
）
。
一
九
三
六
年
蒋
介
石
は
張
学
良
に
西
安
で

監
禁
さ
れ
る
（
西
安
事
件
）
、
父
張
作
霖
を
関
東
軍
に
爆
殺
さ
れ
て
い
た
の
で
日
本
を

敵
視
し
て
い
た
張
学
良
は
、
国
共
内
戦
を
や
め
て
国
民
党
と
共
産
党
が
手
を
組
む
国

共
合
作
と
い
う
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
組
織
し
た
。 

抗
日
民
族
統
一
戦
線
が
組
織
さ
れ
て
以
降
日
本
と
中
国
の
関
係
は
急
激
に
悪
化
し
、

日
中
戦
争
の
引
き
金
と
な
る
事
件
が
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の

事
件
を
き
っ
か
け
に
日
本
と
中
国
は
本
格
的
な
戦
争
状
態
に
突
入
し
た
。 

日
本
軍
は
ま
ず
中
国
の
北
部
で
あ
る
北
京
な
ど
を
制
圧
し
、
南
下
を
始
め
、
上
海

に
駐
留
し
て
い
た
日
本
軍
も
当
時
の
首
都
で
あ
っ
た
南
京
に
向
か
っ
て
進
軍
を
開
始
、

一
九
三
七
年
一
一
月
に
は
南
京
周
辺
の
地
域
を
完
全
に
手
中
に
収
め
南
京
に
迫
る
。

蒋
介
石
は
ソ
連
や
ド
イ
ツ
の
支
援
が
全
く
な
く
南
京
か
ら
成
都
に
逃
亡
す
る
。
同
年

一
二
月
に
南
京
を
占
領
し
た
日
本
軍
は
日
中
戦
争
で
手
に
入
れ
た
占
領
地
域
に
南
京

政
府
と
い
う
政
府
を
作
り
上
げ
、
当
時
国
民
党
の
汪
兆
銘
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
。 

そ
の
後
、
日
本
軍
の
総
攻
撃
は
続
き
、
南
京
の
臨
時
首
都
で
あ
っ
た
漢
口
も
陥
落
、

つ
い
に
蒋
介
石
の
い
る
成
都
に
ま
で
攻
め
入
ろ
う
と
成
都
に
近
か
っ
た
重
慶
に
対
し

て
無
差
別
爆
撃
を
開
始
す
る
。 

日
本
有
利
に
進
ん
で
い
た
日
中
戦
争
だ
っ
た
が
、
一
九
三
七
年
も
後
半
に
な
る
と
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戦
線
が
膠
着
し
て
泥
沼
化
す
る
一
方
、
中
国
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
国
々

か
ら
武
器
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
強
化
さ
れ
る
。 

一
九
三
二
年
の
第
一
次
上
海
事
変
と
一
九
三
七
年
の
第
二
次
上
海
事
変
に
よ
る
日

中
全
面
戦
争
の
渦
中
で
、
日
本
の
女
性
作
家
田
村
俊
子
は
中
央
公
論
社
特
派
員
と
し

て
戦
地
上
海
で
内
地
の
日
本
人
女
性
と
外
地
の
中
国
人
女
性
の
生
活
に
根
ざ
し
た
職

業
意
識
や
職
業
環
境
、
さ
ら
に
は
女
性
全
体
の
地
位
向
上
の
た
め
の
政
策
に
い
た
る
、

机
上
空
論
で
は
な
く
現
実
的
な
解
決
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
二
月
一
二
日
と
推
測
さ
れ
る
１
４

未
発
表
原
稿
「
中
支

で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治
安
、
文
化
）
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
の
俊
子
の
肉
薄

し
た
文
章
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
二
月
一
二
日
と
い
え
ば
、
ま
さ
に
上
海
で
は
反
日

感
情
が
沸
き
上
が
っ
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
陸
軍
省
か
ら
「
従
軍
許
可
証
」
を
与
え

ら
れ
た
と
き
俊
子
は
「
私
の
支
那
に
旅
す
る
目
的
は
唯
、
現
地
に
お
け
る
（
殊
に
中

支
那
方
面
の
）
占
領
区
域
内
の
治
安
工
作
、
又
は
文
化
工
作
云
は
れ
る
面
に
つ
い
て
、

其
れ
を
詳
さ
に
知
り
、
そ
し
て
観
た
い
と
云
ふ
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
し
、
又
単
に

前
線
風
景
を
見
る
為
の
前
線
め
ぐ
り
は
、
寧
ろ
死
の
中
に
活
動
す
る
軍
隊
の
妨
げ
と

な
る
の
み
で
あ
り
、
自
身
に
取
っ
て
も
無
意
味
で
あ
る
と
考
へ
、
又
無
論
従
軍
許
可

を
願
い
出
て
も
、
其
れ
は
聴
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
つ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
」

１
５

と
説
明
し
て
い
る
。
続
け
て
、
陸
軍
省
に
出
頭
し
た
際
に
も
「
戦
線
へ
行
く
の
が

目
的
で
は
な
く
、
後
備
区
域
の
治
安
、
文
化
の
建
設
又
は
工
作
を
見
る
の
が
目
的
」

１
６

で
あ
る
と
は
っ
き
り
言
い
切
る
俊
子
に
対
し
て
少
佐
は
、
「
あ
な
た
は
も
つ
と
強

い
も
の
、
力
あ
る
も
の
を
現
地
か
ら
求
め
て
来
て
欲
し
い
と
望
ま
れ
た
。
」
１
７

と
述

べ
て
い
る
。
「
従
軍
許
可
証
」
は
俊
子
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
の
底
に
お
さ
め
ら
れ
た
が
、

俊
子
の
胸
中
に
は
少
佐
の
こ
と
ば
に
あ
っ
た
「
力
あ
る
も
の
」
を
心
に
刻
ん
だ
。 

林
芙
美
子
や
他
の
女
性
作
家
が
従
軍
作
家
に
名
を
連
ね
戦
地
取
材
を
行
い
、
雑
誌

な
ど
に
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
も
の
と
は
内
容
や
頻
度
に
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。

表
層
的
な
評
価
を
狙
っ
た
お
ざ
な
り
の
記
事
で
は
な
く
、
日
中
女
性
の
内
面
か
ら
の

啓
蒙
活
動
を
的
確
な
論
調
で
展
開
し
て
い
る
。
俊
子
の
女
性
啓
蒙
活
動
に
は
、
一
九

一
八
年
に
朝
日
新
聞
記
者
鈴
木
悦
の
後
を
追
い
、
松
魚
と
別
れ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
移

住
、
悦
と
と
も
に
現
地
の
邦
字
紙
『
大
陸
日
報
』
の
編
集
に
参
画
し
た
経
験
が
活
か

さ
れ
て
い
る
。 

 

俊
子
の
「
力
あ
る
も
の
」
と
は
、
上
海
事
変
の
あ
と
に
残
さ
れ
た
傷
跡
の
声
を
聴

く
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
変
の
の
ち
の
「
民
心
の
安
定
へ
の
一
歩
」
１
８

を
証
左
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
治
安
工
作
と
し
て
の
救
済
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
施
療
病
院
」
で
働

く
医
師
の
話
と
し
て
「
支
那
民
衆
の
こ
ゝ
ろ
を
摑
む
と
云
ふ
こ
と
も
、
其
れ
以
上
の

高
い
精
神
、
其
れ
以
上
の
大
き
な
心
で
接
触
す
る
ほ
か
に
は
、
完
全
に
摑
む
こ
と
は

困
難
だ
と
云
ふ
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
る
。
」
１
９

と
述
べ
て
い
る
。
治
安
と
は
、
政
治

工
作
お
よ
び
経
済
工
作
を
基
礎
的
工
作
と
し
つ
つ
も
、
俊
子
は
中
支
の
文
化
工
作
の

重
き
は
あ
っ
た
。
新
文
化
の
建
設
は
「
非
常
な
困
難
と
覚
悟
と
が
―
其
れ
は
全
く
最

前
線
に
お
い
て
戦
ふ
将
兵
以
上
の
頭
脳
的
奮
戦
と
決
死
の
覚
悟
を
期
さ
な
け
れ
ば
、

支
那
地
上
に
お
け
る
日
本
文
化
の
建
設
の
任
務
は
尽
く
さ
れ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
」
２
０

と
時
局
に
合
わ
せ
た
控
え
目
な
表
現
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
俊
子
は
、
筋
金

入
り
社
会
活
動
家
と
し
て
の
視
点
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
が
、
俊
子
は
、
上
海
事
変

後
の
う
な
ぎ
登
り
の
日
本
人
の
上
海
進
出
を
横
目
に
「
日
本
の
中
支
に
お
け
る
資
本

の
進
出
」
２
１

に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
は
避
け
て
い
る
。 

 五
．
お
わ
り
に 

俊
子
が
中
国
に
滞
在
し
た
期
間
の
日
中
国
際
交
流
は
、
大
東
亜
文
学
者
大
会
と
の

つ
な
が
り
か
ら
も
推
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
俊
子
主
宰
中
国
語
婦
人

雑
誌
『
女
声
』
の
言
語
空
間
が
占
め
る
複
雑
な
背
景
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
大

東
亜
文
学
者
大
会
に
郭
沫
若
、
老
舎
、
林
語
堂
と
い
っ
た
大
物
作
家
の
参
加
が
実
現

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
戦
時
下
の
日
中
関
係
の
難
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
『
女
声
』

に
は
共
産
党
地
下
工
作
員
で
あ
る
関
露
を
は
じ
め
と
し
て
、
丁
景
唐
が
率
い
た
上
海

地
下
工
作
員
や
進
歩
青
年
も
お
り
、 

周
作
人
や
柳
雨
生
と
い
っ
た
中
国
人
作
家
の
寄

稿
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
女
声
』
に
は
不
思
議
な
吸
引
力
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
一
月
、
東
京
で｢

第
一
回
大
東
亜
文
学
者
会
議｣

が

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
草
野
心
平
は
中
華
民
国
を
代
表
し
て
来
日
し
た
。｢

大
東

亜
文
学
者
会
議｣

で
は
、
東
洋
の
民
族
が
一
致
団
結
し
て
大
東
亜
戦
争
を
勝
ち
抜
く
た

め
の
大
東
亜
精
神
の
樹
立
お
よ
び
そ
の
強
化
普
及
が
大
会
の
目
的
で
あ
っ
た
。
理
想

を
高
く
掲
げ
た
こ
の
大
会
は
表
向
き
大
成
功
で
あ
っ
た
。
第
二
回
大
会
は
一
九
四
三

年
八
月
東
京
で
、
第
三
回
大
会
は
一
九
四
四
年
一
一
月
南
京
で
開
催
さ
れ
た
。
第
四

回
は
新
京
に
内
定
し
て
い
た
が
、
日
本
の
敗
戦
が
報
じ
ら
れ
る
と
心
平
は
家
族
と
と

も
に
南
京
日
僑
集
中
営
に
収
容
さ
れ
た
。 

上
海
で
の
邦
字
紙
『
大
陸
新
報
』
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
張
愛
玲
の
言
語
行
為
、

日
本
語
翻
訳
を
担
っ
た
室
伏
ク
ラ
ラ
と
い
う
女
性
の
言
語
行
為
お
よ
び
俊
子
主
宰
の

中
国
語
婦
人
雑
誌
『
女
声
』
文
芸
欄
に
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
人
作
家
お
よ

び
中
国
人
作
家
の
言
語
行
為
、
中
国
語
翻
訳
を
担
っ
た
陳
緑
妮
の
言
語
行
為
な
ど
は
、

戦
時
下
の
上
海
と
い
う
特
殊
な
場
所
と
時
代
背
景
に
彩
ら
れ
て
彩
り
あ
る
女
性
表
象

を
生
み
出
し
た
。 

中
国
語
翻
訳
の
宮
沢
賢
治｢

注
文
の
多
い
料
理
店｣

、
豊
島
与
志
雄｢

銀
の
笛
と
金
の

毛
皮｣

｢

う
ど
ん
と
石｣

｢

太
一
の
靴
は
世
界
一｣

｢

象
の
ワ
ン
ヤ
ン｣

、
武
者
小
路
実
篤

｢

愛
と
死｣

、
火
野
葦
平｢

怪
談
宋
公
館｣

な
ど
、
日
本
語
が
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
文
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化
的
フ
ィ
ル
タ
ー
は
重
要
で
あ
る
。 

『
田
村
俊
子
』
を
上
梓
し
た
瀬
戸
内
寂
聴
（
一
九
二
二
～
二
〇
二
一
）
は
、
俊
子

と
関
わ
り
の
あ
っ
た
中
国
文
化
協
会
の
武
田
泰
淳
や
堀
田
善
衛
を
は
じ
め
、
上
海
に

渡
っ
て
い
た
阿
部
知
二
や
石
上
玄
一
郎
な
ど
を
作
品
に
登
場
さ
せ
て
い
る
。
な
か
で

も
武
田
泰
淳
は
雑
誌
で
中
国
語
翻
訳
を
お
も
に
担
っ
て
い
た
陳
緑
妮
を
モ
デ
ル
と
し

た
人
物
を
自
分
の
作
品
に
登
場
さ
せ
る
な
ど
日
本
人
作
家
の
作
品
が
中
国
語
雑
誌

『
女
声
』
を
め
ぐ
っ
て
複
雑
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
時
上
海
で
困
難 

な
言
語
行
為
を
繰
り
広
げ
た
中
国
語
婦
人
雑
誌
『
女
声
』
の
存
在
は
、
日
中
戦
争

か
ら
九
〇
年
近
く
経
た
現
在
に
お
い
て
重
要
性
を
高
め
て
い
る
。 

 

未
発
表
原
稿
で
あ
る
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治
安
、
文
化
）
」
は
、

当
時
と
し
て
は
触
れ
て
は
い
け
な
い
日
中
の
関
係
性
に
深
く
切
り
込
ん
だ
、
一
人
の

日
本
人
女
性
に
よ
っ
て
書
き
残
さ
れ
た
現
代
の
日
中
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な

言
語
行
為
と
な
っ
て
い
る
。 

 

               

                  

5 田村俊子と戦時上海 
－「中支で観た部分（警備、治安、文化）」を中心に－



注 

１ 

黒
澤
亜
里
子
「
解
題
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第 

９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
七
九
七
頁 

２ 
劉
建
輝
『
増
補
魔
都
上
海 

日
本
知
識
人
の
「
近
代
」
体
験
』
ち
く
ま
学
芸
文

庫
（2

0
1

0

）
一
五
一
頁 

３ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
三
五
頁 

４ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房 

（2
0

1
7

）
五
四
〇
頁 

５ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
四
二
～
五
四
七
頁 

６ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
五
三
頁 

７ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
五
四
～
五
六
二
頁 

８ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
六
三
頁 

９ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
六
七
頁 

１
０ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
八
四
頁 

１
１ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
九
一
頁 

１
２ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 
ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
五
九
二
～
六
一
一
頁 

１
３ 

黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房

（2
0

1
7

）
六
一
二
～
六
一
四
頁 

１
４ 

 

黒
澤
亜
里
子
は
「
解
題
」
で
「
こ
の
原
稿
は
、
中
央
公
論
社
の
出
版
部
長
だ 

っ
た
藤
田
圭
雄
氏
の
寄
贈
に
よ
る
（
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵
）
。
詳
し
い
い
き
さ 

つ
は
分
か
ら
な
い
が
、
原
稿
の
末
尾
に
（
北
京
。
二
、
一
二
、
）
と
い
う
記
述
が 

あ
り
、
内
容
、
年
譜
的
な
背
景
な
ど
か
ら
こ
の
時
期
の
も
の
と
推
定
し
た
。
」
と 

述
べ
て
い
る
。
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
七
九
七
頁 

１
５ 

翻
刻
仲
宗
根
あ
ゆ
み
（
未
発
表
原
稿
）
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治 

安
、
文
化
）
（
一
）
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
七
〇
九
頁 

１
６ 

翻
刻
仲
宗
根
あ
ゆ
み
（
未
発
表
原
稿
）
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治 

安
、
文
化
）
（
一
）
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

 
 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
同
頁 

１
７ 

翻
刻
仲
宗
根
あ
ゆ
み
（
未
発
表
原
稿
）
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治

安
、
文
化
）
（
一
）
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

） 

七
〇
九-

七
一
〇
頁 

１
８ 

翻
刻
仲
宗
根
あ
ゆ
み
（
未
発
表
原
稿
）
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治

安
、
文
化
）
（
四
）
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
七
一
四
頁 

１
９ 

翻
刻
仲
宗
根
あ
ゆ
み
（
未
発
表
原
稿
）
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治

安
、
文
化
）
（
六
）
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
七
二
〇
頁 

２
０ 

翻
刻
仲
宗
根
あ
ゆ
み
（
未
発
表
原
稿
）
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治

安
、
文
化
）
（
七
）
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
七
一
九
頁 

２
１ 

翻
刻
仲
宗
根
あ
ゆ
み
（
未
発
表
原
稿
）
「
中
支
で
私
の
観
た
部
分
（
警
備
、
治

安
、
文
化
）
（
七
）
」
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
1

7

）
七
二
一
頁 

     

 

                                        

                        

 

 参
考
文
献 

（
１
）
瀬
戸
内
寂
聴
・
小
田
切
秀
雄
・
草
野
心
平
監
修
『
田
村
俊
子
作
品
集
』 

第
１
巻
～
第
３
巻 

オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ
ー
（1

9
87

） 

（
２
）
丸
山
昇
『
上
海
物
語
』
集
英
社
（1

98
7

）、『
上
海
物
語
』
講
談
社
学
術
文
庫
所
収
（2

00
4

） 

（
３
）
劉
建
輝
『
魔
都
上
海 

日
本
知
識
人
の
「
近
代
」
体
験
』
講
談
社
（2

0
00

）、 

 
 
 

『
増
補 

魔
都
上
海 

日
本
知
識
人
の
「
近
代
」
体
験
』（2

0
1
0

） 
（
４
）
高
橋
博
文
編
『
戦
時
上
海 

１
９
３
７
～
４
５
年
』
硏
文
出
版
（2

0
05

） 
（
５
）
黒
澤
亜
里
子
・
長
谷
川
啓
監
修
『
田
村
俊
子
全
集
』
第
１
巻
～
第
９
巻 

ゆ
ま
に
書
房
（2

0
17

） 

 

荻原桂子 6



 

 

 

Toshiko Tamura and wartime Shanghai 

―Focusing on "the part seen in Central China (guard, security, culture)"― 

 

 

Keiko OGIHARA 

Department of Secondary Education, Faculty of Education、 

Okayama University of Science 

1-1 Ridai-cho, Kita-ku, Okayama 700-0005, Japan 

 

 

 

In December 1938, Toshiko, who flew from Japan to China as a correspondent for Chuokoron-she moved from 

Shanghai to Nanjing and moved from 1939 (Showa 14) to 1940 (Showa 15) will be spent in Beijing. In February 

1942, she moved from Beijing to Nanjing, and in May of the same year, with the help of Shinpei Kusano, she 

launched the Chinese women's magazine "Women's Voice" in Shanghai. Fumiko Hayashi and other female writers 

interviewed the battlefield with the names of the military writers, and there is a big difference in the content and 

frequency from the articles published in magazines. Rather than a rough article aimed at performance evaluation,  

From the inside of Japanese and Chinese women, she did activities with her feet on the ground. 
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